
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 29年 9月 11日（月）13：30～15：30 

会場：鶴瀬公民館 いきいき活動室 

参加者：29名 

報告者：江良 和子 

 

サロン塾第６回目は、人生の終焉を

考えることを通じて自分を見つめ、今

を（残された人生を）自分らしく、楽

しく生きるための活動である終活に

ついてです。 

そもそも終活とは、講師によると

『自らの終焉を迎えるための活動』の

略語であり、週刊朝日が作った言葉

で、2010年新語・流行語大賞にノミネ

ートされ、2012 年にはトップテンに

選ばれましたが、まだ辞書には載って

いない言葉だそうです。今回の内容は 

、 

・モノの整理（散らばっているとケガをする。片付け業者に依頼するとお金がかかる） 

・思い出の整理 

・終末期の意思表示（延命治療をどうするか） 

・介護の準備 

・供養 

学びのネットワーク 市民講師によるサロン塾 

 

 

講師 安田 昌子 氏 
（富士見市市民人材バンク登録者） 
（人材バンク 野菜ソムリエプロ）  

 
       



・葬儀 

・死後に必要な諸手続 

・遺言書作成 

・エンディングノート（楽しみながら書く。自分の意思を家族に伝える。常に家族か 

ら見えるところに置いておく。） 

 

等についての必要性を、ユーモアと実話を交えて分かりやすく説明していただきました。 

 また、「しののめの里」「くらしの友」の説明も、とても参考になりました。 

 

受講生の声 

・自分の出来ることから少しずつやります。 

・勉強になりました。エンディングノートを書きます。 

・色々考えて悩んでいましたが解決しました。学べて良かった。 

等々が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 


